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Tenasc 廴ng 　＆ n 　extraceliu 工ar 　旧 atrix 　glyco −
protein 　that 　shows 　a 　site 　res ヒricted 　ex −
pression 　in　areas 　of 　cell 　pro1 玉feration ，

cell 　motility 　　and 　　tissue 　modelling 　　at

ep 三thelia1 応mesenchy 田 al 　　junc 七ion 　　during
embryogenesis ，　 was ．　evaluated 　　in　tissue
speci 皿 ens 　 obtained 　　from 　surgery 　and ／or

biopsy 　　for 　 oral 　leukop1akia 　（n ＝20 ）　and

squamous 　 cell 　 CarcinO 阻 a 　｛n＝35 ｝．　Normal
tissUe 　specimens 　usUally 　showed 　a 　linear
con ヒinvOus 　　lining 　　of 　　tenascin 　immuno −
staining 　 at 　 the 　 immediate 　 vicinity 　 of

base 踰 ent 　皿 embrane ．　The 　hyperplastic 　　and

hyperker ＆totic 　and 　dyspiastic 　　epit 」helia
in 　　leukoPlakia 　　and 　　connective 　　しissue
st 【

・o 皿 a 　　around 　　the 　tu 冊 or 　cell 　nests 　and

infiltrating 　 しU 職 or 　margin 　 in 　 squa 皿 ous

ce 工1　　 carcinoma 　　 showed 　　 an 　　enh ＆ nced

expression 　　Qf 　tensas ¢ in 。　 Tumor 　　stroma
wi しh 　dense 　infiltration 　　of 　inflammatory
cells 　were 　unreactive 　whereas 　しhose 　wi しh
desmoPlastic 　　 changes 　　 were 　 positive ．
PGsitive 　immUnoreactSvity 　was 　also 　　seen

around 　the 　　衂 e 七astatic 　　tumor 　　 皿 asses 　in
regio 【1＆1　⊥ymph 　nodes 　however ，　lymph 　node

stroma 　around 　single 　　Qr 　few 　　metas しatic

tumor 　celi 　was 　negative ，　It 　is 　Concluded

that 　　しenascin 　　Plays 　　an 　important 　role

during 　　the 　ac しive 　　phases 　of 　ヒuT 阻or 　cell

prolifer ＆ tiQn 　and 　stromal 　changes 　in 　the
premalignan 七　　and 　　ma 工ignant 　　lesions 　of

しhe 　oral 　cavi ヒy ，　the 　expression 　of 　which

is　altered 　by 　infiltrating 　　inflammatory
cells 　 and 　　desmoplastic 　　changes ．　Tumor
cells 　 may 　　either 　 produce 　しenascin 　　or
may 　廴nduce 　the 　stromal 　cells 　　to 　produce
the　　glycoprotein 　　in 　　the 　　Process 　　 of

tumor 　cel1 −mesenchymal 　inter ＆ ction 。

　多分 化能 を有す る ヒ ト胎 児性 癌 （EC ）

細胞 は ヒ ト初期発 生 の 分化 ・成熟機序

を解 明する 唯一
の 実験 系 で あ る 。 今 回

わ れ われ は 新 た に 樹立 し た EC 細 胞

NCR −G3細胞 （G3細胞）の in　vivo ， il

vitm にお ける多 分化能 と組織 ・器 官形

成能 をリポーター遺伝子導入 系の 確 立

を通 じて 明 らか に した 。 　 （材料 ・方法）

EF 　1一α をプ ロ モ ーター とした リポ ータ
ー遺伝子EFI −la（z （β・幽 1）および EF1 −neo

を作製 し，同遺 伝子 を G3 細胞 に トラ ン

ス フ ェ ク トした。G418 で 選択培養後 ，

限界希釈法 に て ク ロ ー
ン を得 た。 こ れ

らの 細 胞 の 組 織形 成能 は異種 移植 に よ

っ て 解析 し た 。　 （結果 ・考察 ）安定 し

て β一ga…が 強 く発 現 し て い る ク ロ ー
ン

G3 −19　E
，
1　1B 細胞 を得た 。 同細 胞 は in

vitro で も親株の 分化能 を良 く保持 して

い た。異種移植 に よる腫 瘍は STGC ，

YST 成分 ，筋細胞 な ど多彩な 成分か ら

成 っ て い た。同時 に こ れ らの 細胞 は X −

ga1陽性 で あ っ た 。 以上 の 結 果は ， こ れ

らの 腫瘍構成組織 が単 ク ロ ーン の 細胞

か ら成 っ て い る こ とを示す所 見で あ る。

われ われが 確立 した リポ
ー

タ
ー遺伝 子

の ヒ トEC 細胞へ の 導入系は本細胞の 多

分化 能を証 明す る 上で ，極 め て 有用 な

手段 と考えられる。
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